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令和７年美郷町議会第１回定例会議事日程 

             （第 ３ 号） 
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議案第３２号 令和６年度君谷診療所特別会計補正予算（第２号） 
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（開 会 午 前 ９時３０分） 

●原議長 

おはようございます。全員出席であります。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、予めお手元に配付してあるとおりであります。 

日程第 1、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第 127 条の規定により、3番・藤原みどり議員、4番・

日高議員を指名いたします。 

日程第 2、追加議案の上程、説明、質疑、討論及び表決を議題といたします。 

本日、7件の追加議案が提出をされました。 

議案第 31号から議案第 37号までの追加議案 7件を一括上程をいたします。 

それでは、議案第 31号から順次、提案理由の説明を求めます。 

●原議長 

番外、会計課長。 

●森原会計課長 

上程いただきました議案第 31号、令和 6年度美郷町一般会計補正予算第 9号につい

て説明いたします。本補正は、歳入歳出予算ともに、各事業における事業費の確定及び

見込みによる減額が主で、予算額は、歳入歳出それぞれ 1億 8402 万 6000 円減額し、総

額を 78億 3688 万 1000 円とするものです。詳細につきましては、事項別明細書にて説

明をさせていただきます。初めに、第 2表の繰越明許費補正について説明をさせていた

だきます。6ページをお開きください。このたび、新たに繰越明許費とさせていただく

ものは、19事業で 3 億 5426 万 8000 円です。上から順に、事業名、金額のみを読み上

げ、その理由について説明をさせていただきます。本町カーポート設置工事 571 万

5000 円。資材の納期が当初想定より数週間程度遅れることが判明したため繰り越すも

のです。公立邑智病院本館棟建替事業 726 万 1000 円。本館建替建設等工事部分の全体

スケジュールが遅れたため、令和 6年度分の工事の工程がずれ込んだため繰り越すもの

です。緊急自然災害防止対策事業、粕渕下水路整備工事及び野間農道整備工事 400 万円。

粕渕下水路整備工事は、粕渕小集落住宅解体工事との調整により、解体工事終了後の着

手となったため。また、野間農道整備工事は、冬期の通行規制が必要となり、生活道路

であることから、その調整に不測の日数を要したため繰り越すものです。美郷町商業活

性化賑わい創出事業 3000 万円。基本設計業務委託において、施設機能の整備・検討に

不測の日数を要し、業務完了が令和 7年 3月となり、年度内での実施設計の着手完了が

困難となったためです。緊急自然災害防止対策事業、町道赤来光峠線、道路防災工事

390 万円。工事施工時の交通規制を行うにあたり地元との調整に不測の日数を要したた

めです。町道都賀行宮内線改良事業 500 万 1000 円。5 工区に係る土地の購入にあたり、

県外在住の所有者があり、用地交渉に不測の日数を要したため繰り越すものです。町道

滝原下線改良事業、同じく 500 万 1000 円です。施工範囲内に支障となる物件があり、

移転先の選定に難航し、調整に不測の日数を要したため、繰り越すものです。生活関連

道路整備事業 4111 万円。こちらは、町道野田線と町道三反谷線が該当となりますが、

工事施工に伴い、地元との調整に不測の日数を要したため、繰り越すものです。橋梁長
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寿命化事業 1億 2425 万 8000 円。早水橋工事の施工に伴い、足場設置に係る通行規制の

期間について、地元及び公共交通機関との調整に不測の日数を要し、年度内の事業完了

が困難となったためです。緊急自然災害防止対策事業、上里草川護岸修繕工事 2010 万

円。河川兼用護岸となっている町道上里草線について、施工時の交通規制を行うにあた

り、地元との調整に不測の日数を要したためです。緊急浚渫推進事業 1767 万円。小笹

目川の他 4カ所の河川浚渫工事の施工に伴い、現地再調査の結果、河川内土量の増によ

り、工期内完了が困難となったためです。都賀西地区ファミリー向け移住住宅建設事業

3945 万 6000 円。第 1区画の住宅建設において、発注時に造成の 1期工事が施工中であ

り、入居申込みのある棟の建設を優先し、やむを得ず一時的に同区画内を工事用進入路

として使用したことにより、着工が遅れ年度内の完了が困難となったため。あわせて、

敷地造成工事、登記委託についても、建築造成完了に並行して実施するため繰り越すも

のです。猿部団地・粕渕小集落住宅解体工事 3157 万 9000 円。いずれの住宅も共に建築

年代的に、建物の外壁部においても、解体前のアスベスト調査を実施する必要があるこ

とが分かり、その追加調査に不測の日数を要したためです。浜原灌漑排水機場発電機故

障修繕事業 165 万円。11月の出水後に故障が判明し、次の出水期に向けて早急な修繕

が必要であるため、今回、修繕費を補正計上し対応いたしますが、各種部品の交換が必

要であることから、修理期間が 3月を超えることが見込まれるため、繰り越すものです。

美郷町地域防災計画更新業務委託 320 万円。昨年の能登半島地震を踏まえ、国の防災基

本計画の見直しに伴い、本年 3月に行われる島根県地域防災計画の見直しに倣い、本町

地域防災計画の修正を行うため繰り越すものです。大和中学校特別支援学級新設事業

155 万 4000 円。令和 7年度より、同校に特別支援学級を 2つ新設するにあたり、設置

予定の部屋の冷房設備が十分ではないことから、空調機器を整備する必要が発生したた

め繰り越すものです。美郷町学校給食運搬車両購入事業 841 万 3000 円。給食を積載及

び運搬するという用途上特殊使用となっており、当初の納入期間に間に合わないことが

判明したため繰り越すものです。現年農業災害復旧事業 400 万円。こちらは農地災害で

すが、工事の施工に伴う工事用資材等の運搬路の選択にあたり、地元との調整に不測の

日数を要したため繰り越すものです。現年農業施設災害復旧事業 40万円。こちらは水

路になりますが、同じく工事の施工に伴う工事用資材等の運搬路の選択にあたり、地元

との調整に不測の日数を要したためです。繰越明許費については、以上です。次に、第

3表地方債補正についてですが、7ページをお願いします。主な変更箇所を申し上げま

す。起債の目的、1行目の過疎対策ソフト事業債ですが、限度額を 9740 万円から 1050

万円減額し、8690 万円とします。減額の主な要因は、ゼロカーボン農業モデル推進事

業や、ビジネスプランコンテスト補助金事業の減額などによるものです。その下ですが、

ユートピア整備事業債、限度額 500 万円から皆減いたします。ゲストハウスの屋根修繕

及びレストランの照明器具取替えを行いましたが、地方債を活用せずに大規模修繕事業

にて対応したことによるものです。3行を飛ばしまして、農業施設債ですが、限度額を

1億 7480 万円から 540 万円増額し、1億 8020 万円とします。ゼロカーボン農業モデル

推進事業費の増によるものです。4行飛ばしまして、道路整備事業債、限度額を 2億

3310 万円から 3360 万円減額し、1億 9950 万円。これは町道都賀行宮内線、滝原下線、

橋梁長寿命化事業などの事業費の減によるものです。1行飛ばしまして、若者定住住宅

建設事業債、限度額を 2億 4790 万円から 6100 万円増額し、3億 890 万円とします。こ
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ちらは、昨年 7月の補正予算第 3号におきまして、住宅建設費用の増額分を一般財源で

対応させていただいておりましたが、事業費に対する、過疎対策事業債の追加配分を受

けたことによる財源措置となります。2行飛ばしまして、社会教育施設整備事業債、限

度額を 8120 万円から 2960 万円増額し、1 億 1080 万円とします。こちらも、昨年 12月

の補正予算第 7号において、敷地造成工事費用の増を一般財源で対応させていただいて

おりましたが、同じく事業費に対する過疎対策事業債の追加配分を受けたことによる財

源措置となっております。最後になりますが、下から 2行目、公共土木災害復旧事業債、

限度額を 2410 万円から 2390 万円減額し、20 万円とします。補助対象となる公共土木

災害はなく、一般単独災害復旧事業のみであるため減額としました。以上、合計で、補

正前の 10億 8470 万円から 1510 万円増額し、限度額を 10億 9980 万円とします。それ

では、主な補正について、事項別明細書にて説明をさせていただきます。11ページを

お開きください。下段の款 14国庫支出金、項 1国庫負担金、目 1民生費国庫負担金、

節 1社会福祉費負担金、補正額 524 万 6000 円減。主な要因は、説明欄 2行目の障害者

自立支援給付費負担金の減 82万 2000 円。障害者医療費負担金の減 300 万円で、いずれ

も歳出予算の更正医療費の実績及び見込みによる減によるものです。12ページをお願

いします。3児童福祉費負担金、補正額 895 万 7000 円。子どものための教育保育給付

費負担金の増 443 万 4000 円で、保育委託料の増に伴うものです。児童手当負担金の増

436 万 4000 円によるものです。続いて、目 3 災害復旧費国庫負担金、節 1公共土木災

害復旧費負担金、補正額 1330 万円皆減。補助対象となる公共土木災害がございません

でしたので、皆減としています。次に、項 2 国庫補助金、目 2衛生費国庫補助金、節 1

保健衛生費補助金。補正額 2923 万 6000 円減。地域脱炭素移行再エネ推進交付金の減

2908 万円。ゼロカーボン促進事業、電気自動車促進事業、災害時活用促進事業補助金

の実績見込みによる減によるものです。次に、目 3土木費国庫補助金、節 1住宅費補助

金、社会資本整備総合交付金、補正額 507 万 3000 円減。粕渕小集落改良住宅、猿部団

地住宅解体工事に係る同交付金の交付決定に伴う減額です。その下ですが、節 2同じく

社会資本整備総合交付金、補正額 3868 万 7000 円減。橋梁長寿命化事業、町道都賀行宮

内線、町道滝原下線等に係る同交付金の交付決定による減です。13ページへ進んでい

ただきまして、目 5 総務費国庫補助金、節 2 総務管理費補助金、補正額 348 万 1000 円。

主な要因としましては、説明欄 4行目のデジタル田園都市国家構想推進交付金の減、

412 万 6000 円。サテライトオフィスみさとと。ネオに係る同交付金の確定見込みによ

る減額。物価高騰対応重点支援地方創生交付金の増 465 万 8000 円。令和 5年度の国補

正事業分等の実績に伴う増額。デジタル基盤改革支援補助金の増、399 万 5000 円。自

治体システム標準化等整備に係る交付見込額の確定によるものです。下段に進みまして、

款 15県支出金、項 1県負担金、目 1県負担金、節 1社会福祉費負担金、補正額 442 万

1000 円減。こちらは、国民健康保険の基盤安定制度負担金の減 251 万円と、国庫支出

金でもございました更生医療費の減に伴う障害者医療費負担金の減 150 万円などによる

ものです。14ページにまいります。項 2県補助金、目 1総務費県補助金、節 1総務管

理費補助金、補正額 254 万円。主な増減要因は、生活バス路線確保対策交付金の増 844

万 7000 円。補助対象路線拡大に伴う見込み増。地域生活交通再構築実証事業補助金の

減 180 万円。タクシー利用助成金の実績見込みの減に伴う減。わくわく島根生活支援事

業補助金の皆減。今年度支援対象となる移住者がなかったことによるものです。15ペ
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ージをお願いします。目 4農林水産業費県補助金、節 1農業費補助金、補正額 1559 万

6000 円減。主な要因は、中山間地域等直接支払い交付金の減 240 万 8000 円。9行飛ば

しまして、就農前研修費助成事業補助金、実績がなかったことによる皆減 288 万円。多

面的機能支払い交付金の減 108 万円。農地集積・集約化対策事業補助金、こちらも実績

がなく皆減 112 万円。農業水路等長寿命化防災減災事業補助金、歳出事業費の確定によ

る減 180 万円。水田園芸拠点づくり事業補助金、実績見込みによる減 143 万 8000 円。

サポート体制構築事業補助金、ゼロカーボン農業モデル推進事業における実績見込みに

よる減 443 万 9000 円などです。次に、目 5 教育費県補助金、節 1社会教育費補助金補

正額 9619 万 2000 円。要因ですが、説明欄の 2行目、国民スポーツ大会市町村競技施設

整備費補助金、1億 418 万円の改増で、これは、カヌー競技場整備事業費の確定による

もので、全額を減債基金へ積み立てるものです。その下です。全国高校総体島根県実行

委員会の減 333 万 3000 円。全国高校総体島根施設整備補助金の減 449 万 7000 円は、い

ずれも歳出の実績見込みの減に伴うものです。続いて、目 6災害復旧費県補助金、節 1

農林水産施設災害復旧費補助金、補正額 365 万円減。現年林道災害復旧費補助金 260 万

円の減は、林業施設災害がなかったため皆減。現年農業用施設災害復旧費補助金 130 万

円減は、復旧事業費の確定見込みによる減です。16ページへお進みください。下段で

すが、款 16財産収入、項 1財産運用収入、目 2利子及び配当金、節 1利子、補正額

149 万 7000 円減。こちらは、債券の購入にあたり額面金額を超過した金額、いわゆる

オーバーパーで取得した際の額面超過分の償却を含めずに、利子収入の予算計上をして

いたため、修正を行うもので、内訳は財政調整基金が 45万 3000 円減。減債基金が 92

万 3000 円減。地域振興基金が 16万 3000 円の減となっております。17ページをお願い

します。款 17寄付金、項 1寄付金、目 1一般寄付金、節 1一般寄付金、補正額 513 万

円。こちらは、昨年の 11月 19 日に、町出身の個人の方から、500 万円の大口の寄付を

いただいたことによる補正です。こちらの寄付につきましては、いただいた方の意向に

より、本年度の子ども未来応援基金の原資とさせていただきます。その下、目 2指定寄

付金、節 1指定寄付金、補正額 1000 万円減。ふるさと納税がんばれ美郷町寄付基金の

実績見込みによる減額です。次に、款 18繰入金、項 2基金繰入金、目節ともに、1財

政調整基金繰入金、補正額 2億 4600 万円減。歳出予算の減により、解消した財源不足

額について、繰入額を減額するものです。その下、目 2減債基金繰入金です。節 1同基

金繰入金、補正額 1億 2010 万 1000 円。平成 26年度に借入れを行いました臨時財政対

策債について、借入から 10年が経過し、利率見直しのタイミングを迎えることから、

今年度の実質公債比率を抑制するための繰上げ償還の財源として繰入れます。続いて、

目 6地域福祉振興基金繰入金、節 1同基金繰入金、補正額 1000 万円減。こちらは、充

当事業費であるタクシー利用助成及び電気自動車普及促進事業、災害時活用促進事業補

助金の減によるものです。目 13がんばれ美郷町寄付基金繰入金、節 1同基金繰入金、

補正額 1070 万円減。こちらは、子ども未来応援金への充当としておりますが、歳出事

業費の確定と企業版ふるさと納税、一般寄付を財源として活用したため減額するもので

す。目 14地域振興基金繰入金、節 1同基金繰入金、補正額 3000 万円減。こちらも充当

事業である地域力アップ交付金の財源振替や、全国高校総体実行委員会、カヌーインタ

ーハイ、プレ大会経費等の事業費の減額に伴う繰入金額の減です。18ページへお進み

ください。下段の項 7雑入、目 5雑入、節 2 総務費雑入。補正額 777 万 7000 円。主な
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要因は、説明欄 3行目のふるさと島根定住財団補助金の皆減 144 万円。これは、担い手

確保支援事業の実績がなかったことによるもの。1行飛ばしまして、火災損害保険料共

済金 528 万 9000 円。粕渕小集落改良住宅の火災に係る建物災害共済金です。その下、

光ケーブル移設補償金 493 万 7000 円。県道改良に伴う支障移転に係るものです。19ペ

ージをお願いします。節 4衛生費雑入、補正額 406 万 6000 円減。特定保健指導業務委

託料 204 万 5000 円の減ですが、特定保健指導該当者の見込み数の減。新型コロナワク

チン接種体制補助金 202 万 1000 円。こちらも、ワクチン接種者数の減によるものです。

2つ飛ばしまして、節 10教育費雑入、補正額 106 万 6000 円。これは、ネーミングライ

ツ料 91万 6000 円、カヌーパーク美郷カヌーレ IMAI の命名権に対するものが主なもの

です。下段から 21ページにかけまして、款 21町債ですが、前段の第 3表地方債補正で、

主なものについて説明をさせていただきましたので、省略をさせていただきます。いず

れも事業費の確定等に伴う起債対象経費に対して増減を行うものです。以上で歳入につ

いての説明を終わります。次に、歳出ですが、冒頭触れましたとおり、基本的には、事

業費の確定及び執行見込みによる増減です。主なものについてのみ説明をさせていただ

きます。23ページをお願いします。款 2総務費、項 1総務管理費、目 5財産管理費、

補正額 8464 万 9000 円。これは、財産管理費のうち、ふるさと納税に係る経費節 7報償

費から節 12委託料に該当しますが、これの減が 943 万 4000 円。基金の元利金の積立の

増、9468 万 3000 円です。元金積立の内訳は、減債基金へ県からの国民スポーツ大会市

町村競技施設整備費補助金の全額 1億 418 万円を計上し、がんばれ美郷町寄付金は、寄

付金歳入の減額と連動して 1000 万円の減。森林環境譲与税基金への積立は 200 万円増

額をしています。運用益積立金につきましては、歳入予算に連動して 149 万 7000 円の

減額となっております。続いて、目 6企画費、補正額 7882 万 9000 円減。24ページに

なりますが、説明欄 4行目の補助金の減 200 万円。サテライトオフィス活用支援事業補

助金の実績見込みによる減。説明欄 002 定住推進費の事務業務委託料の減 362 万円。定

住及び充実暮らし新築住宅等に係るポイント付与経費の見込み減と、補助金の減 878 万

2000 円。空き家改修事業補助金、移住就業者補助金充実暮らし新築等補助金の減など

です。003 の公共交通対策費ですが、補助金の増 526 万 7000 円。内訳は、三江線代替

交通運行補助金の増 590 万 6000 円。生活バス路線運行維持補助金の増 288 万 8000 円。

タクシー利用助成金の減 272 万 7000 円。公共交通運賃助成の減 80万円となっておりま

す。次に、008 指定管理施設管理費の工事請負費の減 506 万円は、ゴールデンユートピ

アおおちに係るゲストハウス屋根等改修工事、レストラン照明器具取替え工事について、

施設管理費の大規模修繕で対応したため皆減としています。25ページへ進んでいただ

きまして、013 地域おこし協力隊推進費、隊員の活動費に対する実績見込みの減による

もので、大人の山留学に係る委託費 865 万円や、隊員の企業支援補助金 600 万円を含め、

2408 万 4000 円の減額となっております。019 地域脱炭素移行再エネ推進交付金事業は、

ゼロカーボン促進事業促進事業、電気自動車促進事業、災害活用促進事業補助金の実績

見込みによる減 3400 万円を含め 3463 万 8000 円の減額です。26ページにまいります。

目 12電子計算費、補正額 1000 万円。説明欄 003、みさと光ネット運営費の施設等保守

管理委託料、港地区の支障移転経費の増によるものです。少し飛ばしまして、30ペー

ジをお願いします。款 3民生費、項 1社会福祉費、目 1社会福祉総務費、補正額 2039

万 4000 円減。主な増減ですが、説明欄 001 社会福祉総務費の下から 3行目、補助金の
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減 201 万 6000 円。民生委員協議会及び社会福祉協議会補助金の確定による減です。最

終行の他会計繰出金の減 613 万 8000 円は、国民健康保険特別会計の繰出金です。31ペ

ージへ進んでいただきまして、019 物価高騰対応重点支援交付金、補正額 582 万 4000

円。住民税非課税均等割世帯に対して、世帯当たり 10万円加算となる 1人当たり 5万

円を給付したものですが、事業費の確定に伴う減額です。32ページをお願いします。

目 3障害者福祉費、補正額 579 万 6000 円減。これは、主には、説明欄 001 障害者福祉

費の扶助費である更生医療費の実績及び見込み減によるものです。続いて、下段の目 4

老人福祉費、補正額 529 万 8000 円減。こちらは、説明欄 001 老人福祉費の 33ページに

なりますが、他会計繰出金の減 150 万 9000 円。後期高齢者医療特別会計への繰出金で

す。002 在宅介護支援費の減 291 万 3000 円は、下から 3行目の事務業務委託料の減 100

万円。法人委託の介護予防事業の減と、補助金の減 96万円。成年後見制度を利用支援

事業補助金の実績見込みによる減です。下段にまいりますが、項 2児童福祉費、目 1児

童福祉総務費、補正額 810 万 8000 円。こちらは、説明欄 001 児童福祉総務費の最終行

になります事務業務委託料の増 831 万 3000 円。子ども計画策定の見送りによる減 268

万 7000 円と、法定価格の増額による保育委託料の増 1100 万円によるものです。続いて

34ページです。項 3生活保護費、目 1生活保護総務費、補正額 357 万 8000 円減。35ペ

ージになりますが、説明欄の 2 行目、事務業務委託料の減 121 万 7000 円。使用料の減、

148 万 2000 円ですが、これらは、システムの標準化作業について、一部翌年度へ移行

したことにより、システム改修費の減と、移行後に発生見込みでありましたガバメント

クラウド利用料が不要となったことに伴う減額です。次に、目 2扶助費、補正額 1844

万 1000 円。こちらは、受給者の減少による医療扶助費の減によるものです。下段の款

4衛生費、項 1保健衛生費、目 1保健衛生総務費、補正額 3085 万円減。こちらは説明

欄 001、県衛生総務費、最終行のその他負担金の減 143 万 8000 円。公立邑智病院本館

棟建て替えに係るもの。36ページにまいりまして、3行目の他会計繰出金の減、2623

万 4000 円。簡易水道事業会計への繰出金。説明欄 002 保健対策費、4行目の事務業務

委託料の減 120 万円。各種がん検診の実績及び見込みによる減が主な内容となっており

ます。続いて、目 2予防費、補正額 1383 万 5000 円減。こちらは説明欄 001 予防費の 3

行目、事務業務委託料の減 1374 万円。新型コロナワクチン予防接種委託料の実績見込

みによる減です。目 3環境衛生費、補正額 272 万 8000 円減。これは 37ページになりま

すが、他会計繰出金の減 219 万円。下水道事業会計への繰出金です。38ページをお願

いします。款 6水産業費、項 1農業費、目 3 農業振興費、補正額 3855 万 9000 円減。こ

ちらは説明欄 001 農業振興費の普通旅費の見込み減 100 万円。最終行の補助金の減 372

万円。農畜産物等振興事業補助金の実績見込み減が 329 万円。有機農業推進事業補助金

の減が 30万円などです。39ページになりますが、003 中山間地域直接支払い事業費の

同交付金の実績見込み減 300 万円。006 集落営農育成事業費の共同利用機械更新事業補

助金の実績見込み減 200 万円などです。024 農地利用集積事業の補助金につきましても、

農地流動化補助金の実績見込み減 300 万円と、同集積協力金について、本年度実績がな

いため 112 万円の皆減としております。40ページにまいりまして、030 担い手確保支援

事業ですが、減額が 577 万 7000 円で、半農半 X支援事業補助金、移住就業者補助金の

実績がなく、減額がそれぞれ 288 万円と 144 万円。次いて、水田園芸拠点づくり事業補

助金の実績見込みによる減が 145 万 7000 円となっています。続いて、031 ゼロカーボ



10 

 

ン農業モデル推進事業費ですが、1559 万 7000 円の減額で、非常勤職員報酬や期末勤勉

手当、社会雇用保険料の減などは、就農コーディネーターとなる適任者の確保が出来な

かったため。事務業務委託料の減は、ファームサポート美郷の運営責任者の確保が出来

なかったことや、技能実習生の入帰国が遅れたため。備品購入費は、車両の購入を見送

ったことによる減などです。次に、目 4畜産業費、補正額 323 万 7000 円減。こちらは

生産施設の導入実績の減や、地元産肥育牛導入支援事業の未実施による減額です。目 5

農地費、補正額 639 万 2000 円減。これは説明欄 006 農業集落排水事業他会計繰出金の

減 395 万 7000 円や、41ページになりますが、009 農業水路等長寿命化防災減災事業の

工事請負費、ため池廃止工事の減、150 万円などによるものです。次に、項 2林業費、

目 2林業振興費、補正額 547 万 1000 円減、こちらは説明欄 001 林業振興費の補助金の

減 285 万円。みさとの森事業補助金の実績見込み減 200 万円と、みさとの森を守る事業

補助金の皆減 50万円などです。002 造林事業費ですが、保育搬出間伐における 1ヘク

タール当たりの単価基準の変更、減額に伴う実施面積単価の減少による事業費の減で、

223 万 6000 円の減額となっています。42ページへお進みください。款 7商工費、項 1

商工費、目 2商工業振興費、補正額 610 万 1000 円減。こちらは、43ページになります

が、補助金の減 542 万 2000 円で、内訳は、地域商業等支援事業補助金の事業費の確定

による減 567 万 3000 円。中山間地域の生活機能維持各補助金の確定増、25万 1000 円

となります。44ページをお願いします。款 8 土木費、項 2道路橋梁費、目 2道路維持

費、補正額 5221 万 5000 円。こちらは、2月下旬の降雪に伴う除雪委託経費と、除雪車

の部品交換修繕費用の増 5500 万円と、除雪ドーザの入札減による 277 万 3000 円の減と

なっております。目 3道路新設改良費、補正額 4081 万 7000 円の減、国の社会資本整備

総合交付金の確定に伴う道路改良事業費の確定による減で、内訳は、町道都賀行宮内線

が約 2300 万円減。町道吾郷浜原線が約 100 万円の減。町道上川戸粕渕線が約 200 万円

の減。町道滝原下線が約 1400 万円減となっております。45ページにまいりまして、目

4橋梁維持費、補正額 2449 万 3000 円減。こちらも、国の交付金確定に伴う事業費の確

定減です。1段飛ばして、項 5都市計画費、目 4公共下水道費、補正額 357 万円減は、

下水道事業会計の繰出金です。最下段の項 6 住宅費、目 1住宅管理費、補正額 427 万

5000 円減。46ページになりますが、賃借料の減 320 万 9000 円。借上型町営住宅の使用

料の見込みによる減と、その他負担金の減 107 万 8000 円。高畑ハイツの家賃補助、空

室家賃負担金の見込みによる減の計上となっております。目 2住宅建設費、補正額 913

万 2000 円減。ファミリー向け移住住宅の確定見込みによる減額で、財源として町債、

過疎対策事業債を 6100 万円充当し、一般財源が 7013 万 2000 円の減額となっています。

下段の款 9消防費、項 1消防費、目 4水防費、補正額 146 万円。47 ページへと進みい

ただきまして、冒頭の第 2表繰越明許費補正でご説明いたしましたが、浜原灌漑排水機

場発電機の補償に係る修繕費です。続いて、款 10教育費、項 1教育総務費、目 2事務

局費、補正額 405 万 2000 円減。これは説明欄最終行になりますが補助金の減、370 万

円が主なもので、子ども未来応援金の給付実績による減です。49ページまでお進みく

ださい。項 3中学校費、目 1学校管理費、補正額 267 万 6000 円。主な増減は、パソコ

ンリースに係るリース料の減 90万円。大和中学校特別支援学級新設に伴う空調工事請

負費の増 147 万 4000 円。同じく特別支援学級新設に伴う庁用器具費の増 50万円。修学

旅行、通学費に対する補助金の減 78万 3000 円等です。50ページをお願いします。項 6



11 

 

社会教育費、目 1社会教育費、補正額 640 万 9000 円減。こちらは、主には、地域学校

協働活動推進員等の報酬の減 73万円。放課後子どもプラン推進事業費の減 397 万円。

小中学生資格取得応援事業、みさとトーク等の委託費の見込み減 89万 2000 円などです。

51ページをお願いします。目 2公民館費、補正額 167 万 2000 円減。主なものは、説明

欄 001 公民館費の下から 5行目の修繕費の減 90万 1000 円と、それから、増減はござい

ませんが、52ページの説明欄 002 公民館整備事業費のうち測量設計等委託と補償金を

工事請負費へと組替えを行っております。51ページに一旦お戻りいただきまして、財

源欄で、町債、過疎対策事業債 2960 万円を充当しております。52ページの下段になり

ますが、項 7保健体育費、目 1保健体育総務費、補正額 1816 万 1000 円。主なものは、

53ページになりますが、事務業務委託料の減 1469 万 8000 円。カヌー競技場竣工記念

大会コース整備委託の実績による減です。目 2体育施設費、補正額 1871 万 2000 円減。

こちらは主に、カヌーレ IMAI にかかる管理費等の減で、光熱水費の減 139 万円、電気

料の見込みによる減です。事務業務委託料の減 1150 万 1000 円。ネットワーク構築業務

について、令和 5年度の繰越予算で賄えたことによる減額。施設等保守管理委託の減

300 万円。防火対象物の定期点検、消防用設備点検、エレベーター保守点検、特定建築

物法定点検等の実績による減額と、周辺整備に係る工事請負費の減 247 万円などです。

目 3学校給食費、補正額 343 万円減。内訳としましては、学校給食会への事務業務委託

料の減 140 万円。給食運搬車両の入札減に伴う機械器具費の減 88万円。54ページにな

りますが、給食費の食材費高騰、質の向上に係る補助金の実績見込みによる減 85万円

となっています。次に、款 11災害復旧費、55ページにかけてございますが、農地農業

施設、林業施設、公共土木施設災害復旧に係る実績見込額を反映し、いずれも減額予算

となっております。55ページの中段ですが、款 12公債費、項 1公債費目 1元金、補正

額 1億 2110 万 1000 円。これは先ほども申し上げましたが、平成 26年度に借入れを行

いました臨時財政対策債について繰上償還を行うものです。財源は一般財源となってお

りますが、減債基金を同額取崩し返済に充てます。最後に、款 14 予備費、項 1 予備費、

目 1予備費、補正額 55万 5000 円増。これは、財政調整基金繰入補正額を 2億 4600 万

円減額とするための調整増です。以上で、議案第 31号、令和 6年度美郷町一般会計補

正予算第 9号の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

●原議長 

番外、健康福祉課長。 

●石田健康福祉課長 

上程いただきました議案第 32号、令和 6年度君谷診療所特別会計補正予算第 2号に

ついてご説明いたします。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 34万 7000 円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 475 万 3000 円とするものでございます。6

ページをお願いします。歳入です。款 1診療収入、項 1外来収入、各種診療報酬収入で

す。12万 1000 円の減額です。項 2その他診療報酬収入、目 1その他診療報酬収入、12

万 1000 円の増です。款 2使用料及び手数料、項 1手数料、目 1総務手数料 1000 円の減

額です。いずれの収入、手数料も、実績及び見込みによりそれぞれ増額、減額をしてお

ります。款 3繰入金、項 1他会計繰入金、目 1一般会計繰入金です。33万 1000 円の増

額です。7ページをお願いします。款 4県支出金、項 1県補助金、目 1保健衛生費補助

金 67万 7000 円の減額です。説明欄のへき地診療所運営費補助金の減額補正ですが、こ
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れは県の補助金となっておりますけども、補助の財源は国からのもので、国全体の予算

額超過により減額となったものです。あわせて補助金の減額により繰入金を増額してお

ります。8ページをお願いします。歳出です。款 1総務費、項 1総務管理費、目 1一般

管理費、補正額 5万 8000 円の減額です。印刷製本費、事務業務委託料などは、実績及

び見込みにより減額しておりますが、修繕費は 12万円の増額です。こちらは診療所で

使用しております給湯器が故障したため、更新に必要となる費用の方を予算計上してお

ります。款 2医療費、項 1医業費、目 3医薬品衛生材料費 28万 9000 円の減額です。実

績及び見込みにより減額をしております。以上で、議案第 32号の説明を終わります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

●原議長 

番外、住民課長。 

●志村住民課長 

上程いただきました議案第 33号、令和 6年度美郷町国民健康保険特別会計補正予算

第 4号について、ご説明いたします。今回の補正は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出

それぞれ 7299 万 9000 円を減額し、予算総額を 6億 5943 万 9000 円とするものでござい

ます。それでは、事項別明細書で説明させていただきます。6ページをお願いいたしま

す。歳入でございます。款 8県支出金、項 2 県補助金、目 1保険給付費等交付金、節 1

普通調整交付金、補正額 7016 万円の減。こちらは歳出の保険給付費、保健事業費、諸

支出金の減額に伴う減額でございます。節 2 特別調整交付金、補正額 217 万 5000 円の

増。こちらは、主に医療費適正化に向けた保健事業費の増額に伴い、説明欄の 2行目の

特別調整交付金、市町村向けを増額するものでございます。続いて、中段の款 13繰入

金、項 2他会計繰入金、目 1一般会計繰入金、補正額 613 万 8000 円の減。こちらは一

般会計からの繰入額が確定したことによる減額でございます。続いて、款 15諸収入、

項 4雑入、目 5雑入、補正額 112 万 4000 円の増。こちらは公務災害に認定された医療

費の保険者負担分を、本来負担すべきであった事業者から返還していただくための予算

計上でございます。続いて、7ページの歳出をお願いいたします。款 1総務費、項 1総

務管理費、目 1一般管理費、補正額 197 万 7000 円の減。こちらは、マイナ保険証一体

化に伴うシステム改修費の負担金から委託料への組替えと、実績見込みによる減額でご

ざいます。項 3運営協議会費、目 1運営協議会費、補正額 5万 3000 円の減、こちらも

支出額の確定による減額でございます。続いて、8ページをお願いいたします。款 2保

険給付費、項 1療養諸費、目 1一般保険者療養給付費、補正額 5500 万円の減。こちら

は国保の被保険者の医療費の保険者負担分となりますが、今年度は、医療費が減少傾向

となっているため、1 月までの保険給付費の実績を考慮して減額するものでございます。

目 5 一般保険者療養費、補正額 16 万円の減。こちらは補装具等の療養費となりますが、

こちらも実績見込額による減額するものでございます。項 2高額療養費、目 1一般被保

険者高額療養費、補正額 1500 万円の減。こちらも実績見込みによる減額でございます。

続いて、9ページをお願いいたします。款 8 保健事業費、項 1特定健康診査等事業費、

目 1特定健康診査等事業費、補正額 21万 6000 円の減。項 2保健事業費、目 2疾病予防

費、補正額 4万 2000 円の減。いずれも特定健診及びがん検診の事業費が確定したこと

による減額でございます。款 11諸支出金、項 1償還金及び還付加算金、目 1償還金補

正額 1000 円の増。こちらはマイナンバー補助金の実績により 1000 円の返還が生じたこ
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とによる予算計上でございます。続いて 10 ページをお願いいたします。款 11諸支出金、

項 3繰出金、目 2直営診療施設勘定繰出金、補正額 55万 2000 円の増。こちらは、国民

健康保険へき地診療所への運営に対する診療所会計への繰出金を増額するものでござい

ます。款 12保健事業費及び納付金並びに款 13予備費につきましては、歳入歳出の減額

に伴う調整及び財源更正を行うための補正でございます。以上で議案第 33号の説明を

終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

●原議長 

番外、健康福祉課長。 

●石田健康福祉課長 

上程いただきました議案第 34号、令和 6年度美郷町国民健康保険診療所特別会計補

正予算第 3号について、ご説明いたします。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

131 万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 9043 万 3000 円とするもの

です。6ページをお願いします。歳入です。款 1診療収入、項 1外来収入、目各診療収

入報酬です。26万 5000 円の減です。実績及び見込みにより減額をしております。款 1

診療収入、項 2検査収入、目 1諸検査収入、13万円の減額です。実績及び見込みによ

り減額しております。款 2繰入金、項 1他会計繰入金、目 1一般会計繰入金 86万 7000

円の減です。目 2国民健康保険事業勘定繰入金 55万 2000 円の増です。こちらは大和診

療所分になります。7ページをお願いします。款 3使用料及び手数料、項 1手数料、目

1手数料 10万円の増額です。実績及び見込みにより増額をしております。款 7県支出

金、項 1県補助金、目 1総務費補助金、目 3 保健衛生費補助金 70万円の減額です。こ

ちらは、沢谷診療所分のへき地診療所運営費補助金の減額補正です。君谷診療所と同様

に、県の補助金となっておりますが、補助の財源は国からのもので、国全体の予算額超

過により減額となったものです。8ページをお願いします。歳出です。款 1総務費、項

1総務管理費、目 1一般管理費 121 万円の減です。それぞれ実績及び見込みに基づき増

額、減額をしております。款 2医業費、項 1 医業費、目 1医療用消耗器材費 10万円の

減額です。こちらも実績及び見込みにより減額をしております。以上で議案第 34号の

説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

●原議長 

番外、住民課長。 

●志村住民課長 

上程いただきました議案第 35号、令和 6年度美郷町後期高齢者医療特別会計補正予

算第 4号について、ご説明いたします。今回の補正は歳入歳出の総額からそれぞれ 150

万 9000 円を減額し、予算の総額を 1億 8239 万 6000 円とするものでございます。それ

では事項別明細書で説明させていただきます。6ページをお願いいたします。歳入でご

ざいます。款 1後期高齢者医療保険料、項 1 後期高齢者医療保険料でございますが、こ

ちらは、保険料の徴収方法が変更になったことにより、特別徴収から普通徴収に 114 万

円を移し替えるための補正でございます。款 5繰入金、項 1他会計繰入金、目 1一般会

計繰入金。補正額 150 万 9000 円の減。こちらは主に歳出の一般管理費及び療養給付費

負担金の減額に伴うものでございます。続いて 7ページ、歳出をお願いいたします。款

1 総務費、項 1 総務管理費、目 1 一般管理費、補正額 20 万 2000 円の減。こちらは主に、
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後期システムの機器更新に係る機器の購入、設置が完了したため、減額するものでござ

います。款 2後期高齢者医療広域連合納付金、項 1後期高齢者医療広域連合納付金、目

2療養給付費負担金、補正額 130 万 7000 円の減。こちらは広域連合へ納付する療養給

付費の市町村負担金の額が確定したことによる減額となっております。以上で、議案第

35号の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

●原議長 

番外、建設課長。 

●三上建設課長 

上程いただきました議案第 36号、令和 6年度美郷町簡易水道会計補正予算第 3号に

ついて、ご説明いたします。1ページをごらんください。今回の補正は、主に歳入歳出

の見込み、実績による通常の営業活動において発生する費用の補正となっています。第

2条、収益的収入及び支出の補正です。補正予算に関する説明書 4ページもあわせてご

らんください。収入、第 1款、水道事業収益の補正 2563 万 9000 円減とし、予定額を 1

億 9727 万 6000 円としています。これは長期前受金戻入による補正と、次に説明します

支出の補正に伴う他会計補助金の減によるものです。支出、第 1款、水道事業費用の補

正 2617 万 1000 円を減とし、予定額を 1億 9235 万 6000 円としています。補正内容につ

いてですが、見込みによる動力費、修繕費、材料費、委託費等の補正を予定しています。

4ページは以上になります。第 3条、資本的収入及び支出の補正です。補正予算に関す

る説明書 5ページもあわせてごらんください。収入第 1款、資本的収入の補正額を 148

万 1000 円減とし、予定額を 1億 8080 万 3000 円としています。補正内容についてです

が、これは国庫補助金、補助額の確定による補正、またそれに伴う企業債の補正による

ものです。次に支出第 1款、資本的支出の補正 148 万 1000 円減とし、予定額を 1億

8612 万円としています。補正内容についてですが、比之宮地区簡易水道改良工事の見

込みに伴う補正によるものです。5ページは以上となります。1ページへお戻りくださ

い。1ページ目、下の方から、2ページ目にわたります。第 4条、議会の議決を経なけ

れば流用することのできない経費の補正です。（1）職員給与費の補正予定額を人件費

の補正に伴い 11万 8000 円。うち、予定額を 1627 万 8000 円としています。第 5条、他

会計からの補助金の補正です。これは基準外繰入金の額で、簡易水道事業運営のための

一般会計からの会計へ補助を受ける金額を 2623 万 4000 円減額し、6751 万 2000 円とす

るものです。なお、この補正により、予定キャッシュフロー計算書、予定貸借対照表を

それぞれ修正しています。資料を添付しておりますので、お読み取りいただければと思

います。以上議案第 36号、令和 6年度美郷町簡易水道事業会計補正予算第 3号につい

てご説明をさせていただきました。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

続きまして、上程いただきました議案第 37 号、令和 6年度美郷町下水道事業会計補

正予算第 2号についてご説明をいたします。1ページをごらんください。今回の補正は

主に、維持管理費の減額と、事業費の確定による補正となっています。第 2条、収益的

収入及び支出の補正です。補正予算に関する説明書 4ページも合わせてごらんください。

収入合計は第 1款、下水道事業収益で、671 万 7000 円を減額し、2 億 6501 万 9000 円と

しています。補正内容については、次に説明します支出の補正に伴う他会計補助金の減

と、5、雑収入に計上しています 300 万の増、これは、中電アパートとサステナブルハ

ウスの加入金の見込みによるものです。続いて、支出合計は、第 1款、下水道事業費用
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677 万 5000 円を減額し、2億 5598 万 9000 円としています。主なものとしては、光熱費

と委託費など減額補正しています。4ページは以上になります。第 3条、資本的収入及

び支出の補正です。説明書は、5ページになります。収入合計は、第 1款、資本的収入

で 2341 万 5000 円を減額し、1 億 8938 万 7000 円としています。補正内容についてです

が、これは実施している事業の事業費確定による企業債の減、また、浄化槽工事の事業

費確定による国庫補助金の減額によるものです。次に、資本的支出合計は、第 1款資本

的支出で、2345 万 7000 円を減額補正し、2 億 4821 万 5000 円としています。補正内容

については、主な要因は、ストックマネジメント事業の事業費確定によるものと、浄化

槽設置工事の確定によるものです。5ページは以上となります。2ページをお願いしま

す。第 4条、企業債の補正です。下水道事業の限度額、事業の限度額を 2320 万円減額

し、5420 万円としています。第 5条、議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費です。（1）職員給与費の補正に伴い、24万円を補正しています。第 6条、他会

計からの補助金の補正です。今回の補正に伴い、他会計からの補助金を 1億 4634 万

6000 円に改めるものです。なおこの補正により、予定キャッシュフロー計算書、予定

貸借対照表をそれぞれ修正しています。資料を添付しておりますので、ご確認いただけ

ればと思います。以上、議案第 37号、平和 6年度美郷町下水道事業会計補正予算第 2

号について、ご説明をさせていただきました。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

●原議長 

追加議案の説明が終わりました。 

ここで休憩をとります。 

再開は 10時 45 分とします。 

 

（休憩 午前 １０時３６分） 

（再開 午前 １０時４５分） 

 

●原議長 

会議を再開いたします。 

これより質疑に入ります。 

初めに、議案第 31号について質疑を許します。 

質疑をされます方は、ページ数を示してから、お願いをいたします。 

質疑はありませんか。 

●原議長 

4 番、日高議員。 

●日髙議員 

ページ 39ページの中山間直接支払い制度減額の 300 万でございます。この主な要因

が、例えば制度の改正によるものとか、後は、面積の変更、こういったものがあろうと

思うんです。どちら、どういった理由でしょうか。 

●原議長 

番外、産業振興課長。 
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●行田産業振興課長 

議員お尋ねの中山間地直接支払い制度交付金の事業の減額でございますけども、ここ

の部分の減額の内容ですけども、これは今の各集落で加算を取り組んでおられるところ

があります。これの加算分のですね、国からの内示額が国の予算を超過したために減額

になっているものでございますので、ここの部分が、300 万円の減額となっております。 

●原議長 

他に質疑はございませんか。 

●原議長 

7 番、福島議員。 

●福島議員 

同じく 39ページの歳出、24でございます。農地利用集積事業 412 万の減、この理由

について、ちょっと教えてください。 

●原議長 

番外、産業振興課長。 

●行田産業振興課長 

この農地利用集積事業の減でございますけども、ここの部分につきましては、今のこ

の、基本的には実績見込みの減というふうなところでございますけども、やはり、その

農地利用の集積事業というふうなところの申込みが少なかったというふうなところが主

な原因でございます。以上でございます。 

●原議長 

7 番、福島議員。 

●福島議員 

やっぱり、農地の貸し借りがやだと思っとってんでしょうか。それとも、やっぱり自

分で頑張るんだという意識を持っておられるんでしょうか。その農家の気持ちゅうのは、

大体ちょっと役場との考え方の差があるんでしょうか。 

●原議長 

番外、産業振興課長。 

●行田産業振興課長 

この内容というふうなところでございますけども、基本的には農家の方の農地の貸し

借りのところでございますので、個人的な貸し借りの部分で、この集積をするかという

ふうなところがございますけども、農地中間管理機構も利用されてる方もいらっしゃい

ますので、そこのところの調整も図りながらというふうなところでございますけども、

今後も町としても、集積事業の取組みのことがあれば、積極的にサポートしてまいりた

いというふうに思っております。以上でございます。 

●原議長 

よろしいですか。 

●原議長 

8 番、藤原議員。 
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●藤原修治議員 

30 ページです。民生費の社会福祉総務費の補助金 201 万 6000 円の減ということです

けど、説明ではですね、民生委員さんあるいは社協への補助金の確定ということを言わ

れました。社会福祉協議会ですね、住民の福祉の向上のための民間の非営利団体という

位置づけだと思いますけど、運営の財源がですね、多くが行政からの予算措置というも

のに頼っておると思います。それで、こういった補助金であるとかあるいは委託費が出

ておるわけでありまして、介護サービスとか生活支援のことに使われておるやにと理解

しておりますけど、これが減った原因ですね、これは、そういったサービスを受ける対

象者が減ったから、補助金も減ったのか。あるいは社協にそういったサービスをこなす

だけの能力がないと言いますしょうか。職員が不足しているといいましょうか、その辺

のところ、なぜこの補助金が減額になった、こと社協に関してですけど、要因をお聞か

せください。 

●原議長 

番外、健康福祉課長。 

●石田健康福祉課長 

藤原議員のご質問にお答えいたします。町の方から、社協の方に補助金を出させてい

ただいておりますが、これは、まず社会福祉法人の方、社協さんの方も事業は分かれて

おりまして、補助金で出すのは、事務局の運営費の人件費部分というところが、補助金

として出させていただいております。今回補助金の方減っておりますのは、民生児童委

員さんの協議会、いろいろ研修等々をされておりますが、それの事業費の確定によって

減となったものでございまして、今の介護保険事業につきましては、町からの補助金

等々は出ていないというふうな形で、さしてもらっております。以上です。 

●原議長 

8 番、藤原修治議員。 

●藤原修治議員 

事務の方だけであって介護の方が出てないということでありますけど、その理由はな

ぜでしょうか。 

●原議長 

番外、健康福祉課長。 

●石田健康福祉課長 

こちらでございますが、介護保険事業につきましては、介護保険の給付の方でやって

いただく事業になっております。これは、その他、町の方にございます社会福祉法人さ

ん、こちらのほうも同様にやっていただいておりますので、ここのデイサービスであっ

たりとか、訪問介護ですね、そういった事業所につきましては、介護保険事業の方の給

付の方で、事業の方を実施をしていただく、そういった形で、事業の方をやっていただ

いているという状況です。 

●原議長 

8 番、藤原議員。 
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●藤原修治議員 

財源としてですね、会費とかあるいは寄付金あるいは共同募金あたりのほうもね、入

ってくるやに思いますけど、今分離している、そっちの方面については支援金を出さな

いということでありますけど、同じ社協の職員でありながらですね、待遇が違うという

のがね、若干、気になるところでありまして、運営がかなり苦しくなっておるから職員

待遇が悪くなっておるんじゃないかという声もちょっと聞いておりまして、その辺のと

ころのですね、社協からの要望といいましょうか、そういったものは上がっておるわけ

でしょうか。 

●原議長 

番外、健康福祉課長。 

●石田健康福祉課長 

先ほど藤原議員さんおっしゃいました待遇の方ですね、待遇の方ということでござい

ますが、これ賃金に限った話ということになれば、数年前にですね、賃金改定等々をさ

してもらって、おそらく少し条件のほうが良くなっているというふうに認識をしており

ます。今、経営の方ということでございますけども、それぞれ事業をやっていらっしゃ

いますが、特に介護保険事業につきましては、必ずしもですね、今回、令和 6年度報酬

改定でございました。その辺りを含めてですね、なかなかその特に訪問介護の方がです

ね、非常になかなか厳しいという状況の方は、報告を受けております。またそれからで

すね、デイサービスにつきましては、職員さんの退職であったりとかですね、それから、

産休、育休などに入られた形になってまして、デイサービスの方の開けておられる日数

のほうが減っているというふうな状況もあります。そういったことを踏まえてそこにつ

いても、若干収入が減ってきているということですので、必ずしもプラスというか、非

常にいい経営というわけではないというのが、今の状況だと思っております。 

●原議長 

8 番、藤原議員。 

●藤原修治議員 

いずれにしましてもですね、地域住民の福祉を目的とした民間の非営利団体です。運

営の財源がですね、行政からの予算措置に頼るところが大きいということでありますん

で、ぜひとも、しっかりとした支援をしていただきたいと、これは希望ですけど、思い

ます。 

●原議長 

番外、健康福祉課長。 

●石田健康福祉課長 

はい、ありがとうございます。また、令和 6 年度についてもですね、また収支の報告

であったりとか、事業の報告であったりとか、いうところを受けると思いますので、必

要な支援について、また検討していきたいというふうに思っております。ありがとうご

ざいます。 

●原議長 

他にございませんか。 
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ありませんか。 

（なしの声） 

●原議長 

ないようですので、議案第 31号の質疑を終わります。 

続きまして、議案第 32号について質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●原議長 

ないようでございますので、議案第 32号の質疑を終わります。 

続きまして、議案第 33号について質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●原議長 

ないようですので、議案第 33号の質疑を終わります。 

（なしの声） 

●原議長 

続きまして、議案第 34号について質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●原議長 

ないようですので、議案第 34号の質疑を終わります。 

続きまして、議案第 35号について質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●原議長 

ないようですので、議案第 35号の質疑を終わります。 

続きまして、議案第 36号について質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●原議長 

ないようですので、議案第 36号の質疑を終わります。 

続きまして、議案第 37号について質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●原議長 

ないようですので、議案第 37号の質疑を終わります。 

以上で、追加議案の質疑を終わります。 

次に、議案第 31号から議案第 37号までの追加議案 7件について、一括して討論に入

ります。 
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討論のある方は議案番号を示してからお願いします。 

まず、反対討論はありませんか。 

（なしの声） 

●原議長 

次に、賛成討論はありませんか。 

（なしの声） 

●原議長 

いずれも討論がないようですので、討論を終わります。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

初めに、議案第 31号、令和 6年度美郷町一般会計補正予算第 9号について、原案の

とおり決することに賛成議員は賛成のボタンを、反対議員は反対のボタンを押してくだ

さい。 

押し忘れはありませんか。 

（なしの声） 

●原議長 

なしと認め、確定します。 

（賛成多数） 

●原議長 

賛成多数であります。 

よって本案は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第 32号、令和 6年度君谷診療所特別会計補正予算第 2号について、原案

のとおり決することに賛成の議員は賛成のボタンを、反対の議員は反対のボタンを押し

てください。 

押し忘れはありませんか。 

（なしの声） 

●原議長 

なしと認め、確定いたします。 

（賛成全員） 

●原議長 

賛成全員であります。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第 33号、令和 6年度美郷町国民健康保険特別会計補正予算第 4号につい

て、原案のとおり決することに賛成の議員は賛成のボタンを、反対の議員は反対のボタ

ンを押してください。 

押し忘れはありませんか。 

（なしの声） 

●原議長 

なしと認め、確定いたします。 
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（賛成全員） 

●原議長 

賛成全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第 34号、令和 6年度美郷町国民健康保険診療所特別会計補正予算第 3号

について、原案のとおり決することに賛成の議員は賛成のボタンを、反対議員は反対の

ボタンを押してください。 

押し忘れはありませんか。 

（なしの声） 

●原議長 

なしと認め確定をいたします。 

（賛成全員） 

●原議長 

賛成全員であります。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第 35号、令和 6年度美郷町後期高齢者医療特別会計補正予算第 4号につ

いて、原案のとおり決することに賛成の議員は賛成のボタンを、反対議員は反対のボタ

ンを押してください。 

押し忘れはありませんか。 

（なしの声） 

●原議長 

なしと認め確定いたします。 

（賛成全員） 

●原議長 

賛成全員であります。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第 36号、令和 6年度美郷町簡易水道事業会計補正予算第 3号について、

原案のとおり決することに賛成の議員は賛成のボタンを、反対の議員は反対のボタンを

押してください。 

押し忘れはございませんか。 

（なしの声） 

●原議長 

なしと認め確定いたします。 

（賛成全員） 

●原議長 

賛成全員であります。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第 37号、令和 6年度美郷町下水道事業会計補正予算第 2号について、原

案のとおり決することに賛成議員は賛成のボタンを、反対議員は反対のボタンを押して

ください。 
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押し忘れはございませんか。 

（なしの声） 

●原議長 

なしと認め確定します。 

（賛成全員） 

●原議長 

賛成全員であります。 

よって本案は原案のとおり可決されました。 

以上で本日の議事日程は全て終了いたしました。 

次の会議は、13日木曜日、定刻より開きます。 

本日はこれをもちまして散会といたします。 

お疲れさまでした。 

（散会 午前１１時０２分） 

 


